
























































































































































































































究部門における技術と事業の統合」（『日本経営学会誌』 No. 19, pp. 76-88.）が
ある。同氏は、研究活動と同時に同時に大手液晶パネルメーカーとして知られ
る台湾の奇美グループの新視代科技股分有限公司で上席研究員を務めている。
現在は神戸大学経済経営研究所准教授に着任し、ソニー株式会社品質プロジェ
クト室外部アドバイザーを兼職している｡
４．シンポジウムの具体的内容
　当日のシンポジウムの内容は、簡氏と徳永氏の基調講演、パネルディスカッ
ションの３つの論文として本特集に掲載させていただく。いずれにしても、オ
リジナルの報告に加筆・修正を施したものである。論文の詳しい内容は後に譲
るが、ここで当日のシンポジウムの様子を要約しておく。
［基調講演１：簡　施儀氏］
　基調講演は２つを企画した。簡氏には「台湾TFT-LCD産業における組織間
の信頼に関する一考察」というテーマでご講演いただいた。TFT-LCD産業の
場合、サプライチェーンの構築が競争の決め手となりつつある。それを鑑み、
台湾の大手メーカーはサイエンス・パークでサプライヤーを集約させることに
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よって、垂直統合の効果を得ようとしている。簡氏は台湾南部サイエンス・
パークに立地しているTFT-LCD産業を対象に、信頼とコントロールが長期継
続的取引関係に影響を与える実証分析を行った。その結果、信頼が長期的関係
作りに貢献するが、多義的な信頼のなかで、基本能力への信頼や、企業文化に
よる信頼作りが契約による信頼より有効である、という興味深い知見を報告し
ていただいた。このような信頼の役割を理解すれば、産業集積の効果をより発
揮できる。南部サイエンス・パークのネットワークはまだ形成段階にあるた
め、信頼の構築はクラスターをデザインする際の重要な仕掛けの１つとなると
いえる。
［基調講演２：徳永　篤司氏］
　徳永氏は「北九州学術研究都市における産学連携」というテーマで講演をな
された。北九州学術研究都市が日本の１つのデザインされたクラスターとして
取り上げられる。北九州学術研究都市が設立当初に既存のものづくりをベース
にして技術の高度化をはかるという意図が見られ、デザインの鍵は大学による
知識の創出にあるといえる。そこで、学研都市の整備経過や、産学連携を支援
する機関の北九州産業学術推進機構が新産業を育成していくための様々な仕掛
けや、現在取り組まれている事業を紹介していただいた。氏の報告から、北九
州学術研究都市のデザインの特徴を析出することができた。例えば、大学と研
究所を中心とする知識ネットワークの構築と活用、知識と知識をつなぐ公式・
非公式交流の場作り、貸研究室や開発プロセスを体験できる起業のための仕掛
けづくり、特許・事業化を重視する連携などなど。また、システム・デザイン
が早い段階で具現化するためには、危機感を持つことがその原動力になると示
唆された。
［パネルディスカッション］
パネルディスカッションは、シンボジウム全体と同じテーマで議論を展開し
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た。このセクションでは、どのような方法で物事を考え、どのような仕掛け作
りで北九州の地域が更なる発展をもたらすのかということをメインに考えてい
る。中心となる議論は、「システム・デザイン」になる。この考え方について
紹介したうえで、信頼構築のための作り込み、北九州地域への適用、といった
論点によってシステム・デザインの適用可能性を探ってみた。
　そして、討論のポイントは各論に移り、デザインを議論する糸口を信頼、技
術と人材に選んだ。とりわけ、プレイヤー間の関係づくりにあたって、技術面
と人材面の仕掛けをどうやって作りこむか、それぞれ台湾と北九州に当てはめ
て議論を深めた。最後に、北九州地域やアジアの発展に向けて、システム・デ
ザインのあり方についてコメントがまとまった。フロアからの質疑のなかで
は、異なる形態の信頼とコントロールとの関係、北九州の産学連携における
「産」についての具体的な仕掛けに関心を集めた。パネルディスカッションを
通じ、システム・デザインをクラスターに適用させる際、クラスターの目的、
資源の蓄積状況などの初期状況が異なり、システム・デザインを担う中心組織
の役割や、仕掛けも異なってくるということが浮き彫りにされた。それと同時
に、北九州地域の発展に向けて、台湾の研究からどのような教訓が導かれるの
か、クラスターを機能させるための提言をなされた。
５．おわりに
　今回のシンポジウムの討議時間が限れたなか、当初挙げた２つの課題につい
て、その到達点を確認しておきたい。１つ目の課題について、台湾南部サイエ
ンス・パークにおける大手液晶メーカーの信頼構築、北九州学術研究都市の整
備過程や産学連携の仕掛けなどの説明を受けた。それによって、それぞれクラ
スターにはシステム・デザイン思想の存在を確認できた。やや実験的な試みだ
が、システム・デザインという考え方の適用可能性も示したと思われる。
　２つ目の課題であるクラスターのデザインの糸口を探ることについて、台湾
九州国際大学経営経済論集　第14巻第１号 （2007年10月）
―　　―
サイエンス・パークと北九州学術都市を対比させることによって、デザインす
る際の条件を明確させた。例えば、クラスター内のプレイヤー間の信頼、技術
面、人材面における仕掛け作りは重要な手がかりである。そして、クラスター
のデザインにあたって、形成の目的、発展段階、地域性、資源賦存状況、中心
的な役割を担う組織の関与の仕方、ましてはビジョンの共有はデザインのあり
方に影響を与えるという知見も得られた。これらの差異を理解することによっ
て、他クラスターの成功経験から何を学べばいいのかを知り、デザインのミス
マッチを防ぐことができるであろう。このように、システム・デザインという
概念の提起が発端として、今後の理論化に向けて一歩前進だと思われる。
　しかし、残される課題も多い。まず第１に、クラスターについて経営学の視
点は未開拓の分野でもあるが、理論の形成には膨大なの量の知識と綿密な事実
の調査を積み上げていく必要がある。今後、他分野での知見も積極的に取り入
れながら、考察していきたい。第２に、クラスターに対する大学の果たす機能
についての検討である。大学がクラスターで新技術や新ビジネスの創出に重要
な役割を果たしている。その役割はもっぱら理工系学科の研究開発によるもの
にはとどまらない。技術のマネジメントやクラスターのデザイン仕掛けについ
て、その役割は文系大学によって担われる可能性が見出される。また、クラス
ターのデザインには人材の供給が１つの重要な仕掛けになっている。これは、
地域の振興に必要な人材の育成は大学にとって重要な課題だと示唆している。
北九州の場合、地域振興における本学のあるべき姿が問われる。
　今回はデザインの概念の提起や現象の考察にとどまっており、政策への提言
にはまだ若干距離があるかもしれない。ただ、今回のシンポジウムが台湾や、
地元の北九州市にとって多少とも実りあるものとなり、地域社会に資すること
ができるならば望外の幸せである。
　このシンポジウムの準備にあたって、経済学部と経済研究センターが全力で
サポートしてくださったおかげで、シンポジウムの運営がスムーズに行うこと
ができた。また、パネリストのみなさま、司会を快諾していただいた池田光則
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教授、山縣宏之准教授、当日お忙しいなかご参加いただいた方々に、心よりお
礼申し上げたい。最後に、このシンポジウムの研究基盤と言うべく現地調査
は、本学社会文化研究所や北九州市学術・研究基盤整備振興基金調査研究助成
金からご支援くださって始めて実現できたこと、この場を借りて感謝申し上げ
たい4。
４　助成金の成果として、これまで①陳韻如・神吉直人・長内厚・伊吹勇亮・朴唯新
（2006）「意図された学研都市のシステム・デザイン−台湾新竹サイエンス・パークに
おける半導体産業の創出−」『九州国際大学社会文化研究所紀要』No.59, pp.55-70.②長
内厚（2007）「研究部門による技術と事業の統合−黎明期の台湾半導体産業における
工業技術研究院（ITRI）の役割−」『日本経営学会誌』No.19, pp.76-88.③長内厚・本
間利通・伊吹勇亮・陳韻如・神吉直人（2007）「台湾の国防役制度と産業競争力」神
戸大学RIEBディスカッションペーパーなどの論文を公開している。
